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養鶏用飼料としての大麦に対する牛脂の添加効果  

一色 泰，岡田智寛，加谷昌代，中広義雄  

EFFECT OF BEEF TALLOW ADDED TO THE BARLEY DIET 
ON FEED UTILIZATION IN CHICKENS 

YutakaIssHIKI，TomohiroOKADA，MasayoKATANIandYoshioNAKAHIRO   

Thepr・eSenteXperimentwasundertakentoinvestigatetheeffectofbeeftallowaddedtothedietontheutiliza－  

tionoffeedcontainingbarleywhichiswellknownaSalowutilizabledietarylngredientinchickenslrFoureXperimental  
dietswereprepared；abasaldietcontaining5b％barleyandthataddedbeeftallowat4，60r8％level・・Inexperi－  

mehtI，eaChoftheexperimentaldietswereglVentOthe4－day－01dchicksfor49days，andbodyweight6hangeand  

feedintakewereinvestigatedusingbroiler－th）eChicken（WhiteComishmalexWhiteRockfemale）」Bodyweight  

galnWaSnOtChangedwithsupplyofbeeftallowincockerels，thoughinpulletsthegrowthratewasslgnificantly  
increasedbythesupplyofbeefta1lowhThefeedintakewasdecreasedwithanincreaseofbeeftallowinthediet  
regardlessofsexofexperimentalbirdsFeedefficiencylhcockerelswasll4，410and3‖7％higherinthefeedings  

of4，6and8％beeftallowdietsrespectivelythanthatinthefeedingofbasaldiet小Inpullets，feedeffi占iencywas  

proportiona11ylnCreaSedwithanincreaseofbeeftallowinthediet」Inexper・imentII，thedig・eStibilityoffeedand  

therateofpassageofingeStathroughthealimentarytractwer・？investigatedusing210，day－OldsinglecombWhite  

Leghorncockerelsattachedanar・tificialanus（130daysafterthesurgicaloperation）andfedonthesamedietsused  

inexper・imentalIhThedigestibilitiesofdietarynutrientsexceptcrudefibrewereslgnificantlyincreasedwithan  

increaseofbeeftallo壷inthediets，thoughthedifferenceinvaluebetween6and8％ofbbeftallowdietswassma11  

simply．TherateofpassageOfdigeStathroughthealimentarytractwassigTlificantlydecreasedwithanincrease  
ofbeeftallowinthediet，andtherewasasignificantcorrelation（1％level）betweentheamountofdietarybeef  

tallowandtherateofpassageOfdigeStathroughthealimentarytractlThedifferenceofvaluewasalsosmallbe－  
tweenthedietsof6and8％beeftallow   

Fromtheresultsmentionedabove，itisconcludedthatthebeeftallowaddedtobarleydietobviouslyincreases  
theretentiontimeofdigestainthealimentarytract，andconsequently，theutilizationofbarleydietisclearlyim－  

PrOVedinchickens 

養鶏用飼料の配合原料として利用性の低い大麦に牛脂を配合して利用性の改善とその原因を追究する目的で大麦を  

50％含む粗蛋白質184％の飼料に牛脂を0％，4％，6％および8％配合し，その結果生じる粗蛋白質の不足は大豆  

粕で補正した。実験Ⅰではブロイラー専用種（白色コ・－ニッシュ雄×白色ロック雌）の雄雌に4日齢から53日齢まで  

給与し，飼育試験を行った。実験Ⅰでは，人工肛門設着の術後130日を経過した210日齢の単冠白色レグホーン種雄を  

用い，飼料の消化率と消化管内通過速度を調査した。   

実験I  

l）増体量では牛脂の配合により雄では差はみられかったが，雌では有意に増体した。  

2）飼料摂取量は雄雌ともに牛脂の配合品が多くなるに従って減少した。   
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3）飼料効率でほ牛脂の配合によって一雄は対照区よりも4％区で14％，6％区で4％高くなったが，8％区は3・7％  

となり6％区よりも低くなった。雌では対照区よりも4％区で4…8％，6％区で5％，8％区は6％高くなった。   

実験I  

l）牛脂を配合した大麦配合飼料め消化率ほ各成分とも牛脂の配合畳が多くなるに従って高くなり，粗放維以外は牛  

脂の配合還と消化率との間に1％水準で正の相関関係がみられた。しかし，6％区と8％区の差は小さかった。  

2）飼料の消化管内通過速度は牛脂の配合により有意に遅延され，牛脂の配合畳と通過時間との間に1％水準で正の  

相関関係がみられたが，6％区と8％区の差は小さかった。   

以上の結果から，大麦配合飼料に牛脂を配合すると，単にエネルギーの補足効果のみならず飼料の消化管内通過速  

度を遅延させることによって飼料の消化管内での滞留時間が長くなり，飼料成分の消化率を高め，その相乗効果によ  

って飼料の利用性改善に好影響をもたらすものと思あれる。  

緒  日  

大麦を養鶏用飼料め配合原料として用いる場合，とうもろこしに比べて飼料価値の低いととほ古くから知られてい  

る（1）。その原因ほ消化管内の通過速度がとうもろこしよりも速い（2）ために消化性が低くほ‾4），その結果代謝エネルギ  

一（56）や生産エネルギ・一（17）の急が少くなり，飼料効率も低いものと考えられる。また，大麦飼料を給与したプロイ  

ラ・－－鶏は体脂肪率よび肝臓脂時の沈着の少ないことが認められ（8〉，大麦の利用牲を改善する一つの方法として油脂の  

添加が試ろられており，その効果が報告されている（58‾10） 。′大麦配合飼料に油脂を添加すること笹よって栄養価が改  

善されることほ，不足するェネルギ－を補綺することにネる当然の結果と考えられる○ しかし，添加量の適正レベル  

については諸要因が関与すると推察されるが，それを示唆した報告峠なく検討を要す予○そのほか大麦に油脂を配合  

することによ・つて消化管内の通過時間を延長させ，消化率にも好．夢響をもたらすという相乗効果も期待さわるが，そ  

れらに閲し実験的に証明した報告は見あたらない。   

そこで本実験では，大麦を配合した飼料に牛脂を配合し，ブ甲イラー専用鶏に給与して飼料の利周性を調査すると  

ともに，人工匹門琴着鶏を用い，飼料の消化率と消化管内通過時間を測定して大麦配合飼料に・対する添加効果との関  

係を明らかにしようとした。  

材料および方法  

実験Ⅰ：7月24日に醇化したプロイラ・一専用種（白色コーニッシュ雄×白色ワック雌）のひなを慣用？方準で育離  

したものを供試した。これらのひなは，4日齢時に個体別に体重測定を行い，各区め平均体重が同程度となるように  

雄雌とも各8羽ずつの4区に分け，4日齢より5叩齢までの7週間にわたり自然条件下で比較飼養試験を行った。試  

験室は開放鶏舎の中央部にある4mX8mの一室を当て，試験開始前に風向，温度を測定したのち，各区の環境条件  

が斉一になるよう，中央部に高さ60叩のケージ台を2列に設置し，その上に幼雛用ケ■－ジを凱、て1区ザつ割り当て  

収容した。18日齢以降は中大雛用ケ鵬ジに移し替えて飼育した。なお，試験用群飼ケージを配列した両端には本実験  

に使用しない同日齢のひなを収容したケージを配置した。   

試験飼料は表1に示した通り，いずれの飼料も脱辞した挽砕大麦（香川県内産）50％および魚粉9％については同  

一とし，牛脂は腎臓脂肪より精製したものを4％，6％および8％に相当する最を大麦と混合したのち，他の飼料原  

料と配合した。いずれの飼料も粗蛋白質が184％となるように大豆柏で調製したほか，他の品目についても栄養のバ  

ランスを保つため若干の補正を行った。それらの試験飼料は全品を一度に調製して，ビニ・－ル袋に入れて密閉後約0  

℃の室内に貯蔵しておき必要品を随時に取り出して使用した。   

飼料は朝夕の2回（9時と16時）に分けて飼料給与前に少品の残飼がある程度に給与し，水ともに自由摂取させた0  

飼料摂取量は1週間ごとに給与丑から残飼孟を差し引いて求めた。体重は1週間ごとに朝の飼料給与前に個体別に測  

定した。   

実験Ⅰ：人工肛門を設着後130日を経過した210日齢の単冠白色レグホーン種雄群から16羽を選び出し，飼料の消化  

管内通過時間と体重が同程度となるように4羽ずつの4区に分けた。これらの鶏は個体別に代謝試験用ケージに収容  

し，予備期3日，本試験期2日の消化試験を実施した。   
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Tablel．Composition ofexperimentaldiets  

（：。nt川1 4K 

Ingredient：  

Huskedgroundbar・1ey  
Stockdietl）  
Tallow  
Fish meal  
Soybean meal  
Sodium chloride  
Calcium carbonate  
Vitamin mixturel）  
Mineralmixturel）  

Chemical composition 
Moisture  
Crude protein 
Crude fat  
Nitrogenfreeextract  
Crude fiber  
Crude ash  
M．E．2）（kcal／kg）  
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＊：’Dietarytallowlevel（％）   

1）：IssHIKIandNAXAHIRO（11）  
2）：StanderdtableoffeedcompositioninJapan（12）  

試験飼料ほ，実験Ⅰで用いた各試験飼料（995％）に酸化クロム（0．5％）を混合して，水ともに自由に摂取させ  

た。試験期には，人工肛門部に取り付けたポリ土チレン製ビ・－か一に全糞を朝夕の飼料給与前に採取し，55℃で48時  

間通風乾燥したのち粉砕して分析に供した。飼料および糞中の酸化クロムはBoLINet。al（1訝の方法により，一般成分  

は常法（用により定量して，各成分の消化率を指標法によって算出した。   

消化試験の終了後，同一・の供試鶏を用いて各試験飼料の消化管内通過時間を測定した。その方法は実験Ⅰで用いた  

飼料を3日間水ともに自由に摂取させ，3日日の18時に給餌器を取り除き，飲水のみとした。翌朝9時に1羽当り，  

30gの飼料に0．・2gのカルミンと水14m旦を加えて－団子状に練り，ロ素のう内に強制投与し，最初の飼料がロ素のう内に入  

ってから着色糞が排泄′し始めるまでの時間を測定した。  

結  果   

実験Ⅰ‥牛脂を配合した大麦配合飼料で7週間飼育したブロイラ、－専用種ひなの1週間ごとにおける体重の変化を  

調べた結果は表2に示した通りである。試験開始後1週間は雄雌ともに牛脂の配合による差はみられなかったが，雄  

Table2Thebodyweight（g）oLtallowsupplementdietinchickens  
（Meanfor8birds）  

Dietary  Ageindays  Body  
Sex  tallow  
1evel（％）  4 11 18   25   32   39  46  53  gain  

381a  648a 978a 1389ab1843ab 1796ab  
407b 666ab lO23ab1368a 1812a 1765a  

393ab 707b lO78b 1432b 1903b 1857b 399ab 702b lO33b 1386ab1841ab 1794ab  
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MeanshavingdifferentsuperSCriptlettersareSignificantlydifferentat 5％level 
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では25日齢で4％区」32および39日齢で6％区と8％区が，それぞれ対照区よりも石意（タ＜005）に大きくなり，  

46日齢以降はあまり差がみられなくなった。また，雌では18日齢からは牛脂配合区の方が大きく，32日齢以降はいず  

れの試験区も対照区に．比べて有意（ク＜0．05）に大きい値となった。なお，雄雌の平均をみると，18日齢以降では牛  

脂配合区の力が大きい傾向がみられ，なかでも6％区は32日齢以降では対照区との間に有意差（♪＜0‖05）を認める  

時期が多かった。全期間中における増体盈は，雄では対照区に比べて6％区が統計的に有意ではないが61g（4％）  

多かったほかは大差がみられなかった。また雌では，牛脂配合区はいずれも対照区に比べて有意（ク′＜0．05）に増加  

していたが，牛脂の配合量による－・定の傾向は認められなかった。雄雌の平均をみると，6％区のみが対照区ルこ比べ  

て68g（4％）有意（ク＜0，05）に多く，他の試験飼料給与では有意差は認められなかった。   

試験期間中における飼料の摂取量を1週間ごとに1羽当りの量を算出した結果を表3に示した。雄雌とも18－25日  

齢の飼料摂取靂が推定値よりもやや少い値を示したが，これはこの時期に幼雛用ケージから中大雛用ケ・一ジに移し替  

えたことによるストレスのためと思われる。いずれの時期も牛脂の配合盈による一億の傾向ほみられず，全期間中に  

おける飼料摂取量は雄雌ともに牛脂の配合盈が多くなるに従って減少する傾向が示された。また，雄雌の平均でも牛  

脂の配合量に比例的に3～7％摂取量は少なかった。   

表2および表3の各数値からゝ1週間ごとの飼料効率を算出した結果を表4に示した。雄を土，4－11日齢では対照  

Table3Thefeedintake（g／t）iTd／week）of tallowsupplementdietinchickens  
（Meanfor8birds）  
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Total  
intake  
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Table4”Thefeedefficieucy（％）ofta1lowsupplementdietin chickens  
（Meanfor8birds）  

Dietzuy  Age in days 
Sex  tallow  
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区㌢こ比べて4％区と6％区がわずかに低かった以外は，39日齢に至るまで牛脂配合区の力がすべて高い値を示した。  

しかし，それ以降は逆転してむしろ牛脂配合区の力が対照区よりも低くなった。雌でほ6％区の18～25日齢で対照区  

よりも例外的に低い値を示した以外ほすべての時期で牛脂配合区の方が高い値を示した。そこで全期間でみると，雄  

は対照区よりも4％区で1．4％，6％区と8％区では4％も高い値が得られた。一方，雌は牛脂の配合による利用性  

改善度が雄に比べて大きく，対照区よりも4％区と6％区は5％，8％区では6％も高くなった。また，雄雌の平均  

でみると牛脂の配合盈が多くなるに従って7－11％も高い値を示した。   

実験Ⅰ：大麦配合飼料中に牛脂を各種レベルで配合したときの各飼料成分の消化率を表5に示した。粗蛋白質は，  

対照区に対して4％区では有意差を示さなかったが，6％区および8％区ではいずれも7－8％も向上し，有意差  

（ク＜0．05）がみられた。そこで牛脂の配合量（∬）と粗蛋白質の消化率（y）との関係についてみると，r＝0Ⅶ  

（y＝78．47＋0。80∬）の値が得られ，1％水準で正の相関関係が認められた。粗脂肪は，消化性の高い牛脂を含む  

試験飼料で高くなるのほ当然のことであるが，対照飼料に比べて4％区は10％，6％区およか8％区では15％とそれ  

ぞれ有意（ク＜005）に向上していた。牛脂の配合盈（∬）と粗脂肪の消化率（y）との間にはr＝0．9鋤（y＝74．併  

＋2い09∬）の借が得られ1％水準で正の相関関係が認められた。可溶無筆薬物ほ，牛脂配合飼料ではその配合割合  

のいかんにかかわらず恒常的に4％有意（ク＜005）に向上した。しかし，牛脂の配合レベルによる差ほみられなか  

った。なお，牛脂の配合畳（ズ）と可溶無窒素物の消化率（y）との間にr＝0．9399（y＝75′′28＋0ル69∬）の値が  

得られ，1％水準で正の相関関係が認めちれた。粗繊維は，牛脂の配合レベルが高くなるに従って1句上の傾向ほみら  

れたが，統計的な有意性は示さなかった。以上の結果を反映し，有機物全体としてみた場合でも牛脂の配合レベルが  

高まるに従って消化率も向上する傾向がみられた。また，牛脂の配合盈（Ⅹ）と有機物の消化率（γ）との問に・r＝  

0小8182（γ＝75．51＋0－76・∬）の値が得られ1％水準で正の相関関係が認められた。   

大麦配合飼料に牛脂を各種レベルで配合したときの消化管内通過時間を測定した結果を表6に示した。これによっ  

て明らかなように牛脂の配合盈が多くなるに従って飼料の消化管内における滞留時間が長くなり，対照区が199分で  

あったのに対し4％区は23分，6％と8％区では41および49分もそれぞれ有意（タ＜0．05）に遅延した。また，牛脂  

の配合畳（ズ）と飼料の消化管内通過時間（ア）との間にr＝09268（γ＝198．88＋6．38∬）の値が得られ，1％水  

準で正の相関関係がみられた。  
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Table6Thefeedpassageinalimentarytract of chickens  
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考  察   

ARSCOTTら（1）は配合飼料中のとうもろこし（52％）を大麦で置換した蛋白質20．9％の飼料に．タローを4％と8％配  

合し，それを兼用種（ニュ・－ノ、こ／プンヤー）の雄雌各8羽のひなに9適齢時まで給与して育成した結果，成育が促進  

され，飼料要求晶は0％区が30であったのに対して4％区ほ2．6，8％区は2．4まで低下したことを・報告している。  

さらに彼ら（9）は大麦50％を含む配合飼料中にタローを3％と6％配合して交雑種（褐色コ・－ニッンユ×ニュ－ノ、ンプ  

ンヤー・）のひなに9適齢時まで，また，タロ・－を1，5％，3％および6％配合した飼料を交雑種（ランカスタ「×ニュ  

－／、ンブシャ・－）のひなに8週齢暗までそれぞれ給与して－育成した。その結果，両実験ともにタロ・－の配合畳に比例  

して成育が促進され飼料要求量も低下することを認めている。一方，FRYら（8）は大麦を527％配合した粗肇白質21，6  

％の飼料に87％のタロ・－を配合し，これを兼用種（こユ・－／、ンプンヤー）のひなに4週齢まで給与し育成した結見  

タロ、－の配合区げ0％区よりも体重は22％増加し，飼料要求畳も223から1い93に低下して飼料の利用性は15％改善さ  

れたと報告している。さらに彼ら（8）は大麦を45．4％－61．4％含む粗蛋白質含長が20％，22％および24％の配合飼料中  

にタローを5％配合L，これを交雑種（白色ロック×オリンピア）のひなに4週齢時まで給与して育成した。その結  

果，いずれの蛋白質レベルの飼料もタローの配合によって成育は促進され飼料要求鼠ほ低下したが，蛋白質が高レベ  

ルのものほど飼料利用性の改善度が大きいことを認めている。   

本実験では，大麦50％を含む飼料中に牛脂を4％，6％および8％をそれぞれ配合し給与した結果，雄でほ36日齢  

まで成育は向上したが，それ以降ほ対照区に比べて発育の程度が低く，試験終了時（53日齢）′では牛脂の配合による  

差はほとんどみられなかった。雌でも牛脂の配合によって成育は促進されたが，牛脂の配合鼻による差はほとんどみ  

られなかった。また，雄雌の平均では牛脂の配合によって成育ほ促進されたが，6％区の方が8％区よりもかえ．って  

高くなるなと，上記の試験成締（189）とは必ずしも－激しなかった。飼料摂取義は牛脂の配合によって減少し，飼料  

効率ほ改善されたが，雄は8％区よりも6％区の方が高く，雌では配合急が増すに従って改善程度ほ大きかったもの  

のいずれも上記の試験成給（189）はどには改善されなかった。また，飼料中の代謝エネルギ・－1000c亜当りの増体重を  

算出し，対照区の値を100とした場合における試験飼料の指数を求めてみると，4％区は99，6％区では98，8％区  

では96％となり，牛脂の配合レベルが高くなるにつれてエネルギ・－の利用率は漸減する傾向がみられる。この結果は，  

ARSCOTTら川が得た指数（4％区106，8％区109）とほ正反対の傾向を示したことになる。その理由は，本実験で  

ほ飼料中の粗蛋白質を18．．4％としたのに対して，ARSCOTTら川は209％と2％以上も高レベルにあったために，蛋白  

質対エネルギ－の比が要求量に対して本実験の場合ほアンバランスを生じたことによるものと推察される。一般に大  

麦の栄養価は品種（t卦や産地（16l7）によって異なり，また，配合飼料中に占める大麦の割合（1抑，粗蛋白質含量（8）によって  

もその利用性が兵なることが知られている。   

以上のことから考察すると，大麦配合飼料に対する牛脂の配合割合を検討する場合には，配合レベルと他の諸要因  

との関係を考摩する必要がある。すなわち，大麦の置換盈，粗蛋白質含鼻，ひなの品種や育成中の環境温度などとの  

相互関係によって牛脂配合の適量ほ異なると考えられるので，今後さらに検討を加えることが重要であろう。   

大麦配合飼料に牛脂を配合すると各成分ともに消化率が向上した（表5）。武放と土黒（一針ほ大麦を浸水処理すると  

不沈燐が無機燐に変化して利用率が高まり，同時に他の諸成分の消化率も向上したと報告している。また，吉田鋤も  

復数の原料を用いて飼料配合を行うと，それら飼料成分間の相乗作用によって消化性が向上すると述べている。対照  

飼料における粗脂肪の消化率と牛脂配合飼料の差より牛脂の消化率を算出してみると，4％区は911％，6％区ほ釘5  

％，8％区は95り5％となり，牛脂の配合是による直線的な変化ほ示さないが，牛脂そのものの消化率も向上したこと  

になる。また，表5により，脂肪以外の成分でも牛脂の配合によって向上が認められたことは，武政と士黒（用および  

吉田¢αの報告をある程度裏づけるものと考えられる。   

一方，一・色と中広帥は酵素を添加した飼料で環境温度を変えてブロイラー専用種のひなを育成した結果，低温環境  

のカが飼料の利用性の高いことを認めている。本実験は夏季の高温期に自然条件下で実施したものであり，そのこと  

が，高温時における高エネルギ・十飼料の利用性低下につながった可能性も考えられる。いずれにしても本実験の条件  

下における大麦飼料への牛脂の配合は，粗蛋白質含量が18％前後であれは6％程度が適当と思われる。   

大麦飼料に対する牛脂の配合は消化管内の通過時間を有意（ク＜0，05）に遅延させた（表6）。一色¢ろは，鶏の飼  

料中にメチルセルロ・－スを添加すると消化管内通過速度が有意に遅延されて飼料の消化率も向上することを認め，ま  

た，木部e》も消化管内通過時間の延長により窒素の蓄積量が増加したと報告している。その理由は，メチルセルロー   
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スの粘性が消化管内通過時間を遅延させることによって消化管内での滞留時間が長くなり，消化作用が促進されるた  

めと考えられる。従って，大麦配合飼料に牛脂を配合したときにおける効果もそれと同様の軸によるものと推察され  

る。すなわち，牛脂の配合によって胆汁酸の分泌が旺盛になり，脂肪の乳化によって密度が高まり，腸管内容物の粘  

度の増大あるいは表面が滑らかとなることによる腸粘膜への刺激の減少など，理イヒ学的要因により飼料の消化管内通  

過時間が遅延されるものと思われる。一方，粗灰分の消化率については表示しなかったが，対照区は16．0土1，4％で  

あったのに対して牛脂配合区は4％区で24．2土2．4％，6％区ほ43．6±14％，8％区は375土1．95％であった。無機  

質は長時間腸管内に滞留すると吸収量の多くなる伽ことが示唆されており，また，飼料中のエネル牟一合量の高まり  

はミネラルの要求が増大することもすでに知られていることである。しかし，本実験の牛脂配合量の増加に伴う試験  

飼料中の粗灰分および粗繊維含轟の減少および代謝エネルギー・の増加を考慮しても，その消化率の向上が顕著であっ  

たことは注目される。なお，牛脂配合区に・おける飼料利用性の向上効果（表4）および飼料成分の消化率が6％区と  

8％区とでは僅少差であったことと，飼料の消化管内通過時間の変化がそれらと符合することを併せ考えると，牛脂  

の配合によって消化管内通過時間が延長され，消化率を向上させることが飼料の消化性向上にも大きく貢献している  

とした上記推論の妥当性を袋づけられるであろう。  

本研究は昭和57年度特定研究経費による「瀬戸内地域の水田利用再編を基軸とする農畜産物の生産・流通利用に関  

する総合的研究」の一環として行ったものである。  
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